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中国・内蒙古のモンゴロイドにおける

顎関節機能異常発症の民族的差異に関する疫学的研究

日本側研究者代表九州大学大学院歯学研究院教授神田重信、講師 中山英二

中国側研究者代表北京大学口腔医学院教授馬緒臣、大学院生曹利

要旨

日本人と内蒙古自治区に居住するモンゴル族の健常者に対して共通のアンケート調査票によ

る検診を行ない、両民族の健常人における顎関節機能状態と食習慣、生活習慣、社会的環境の

差を明らかにし、顎関節機能異常と生活習慣や社会的環境との関連性を考察することを目的と

した。

方法として内蒙古自治区に居住するモンゴル族成人健常者 113名(男性 62名、女性 51名)

と日本人 369名(男性 151名、女性 218名)の成人健常者に顎関節機能状態と食習慣、生活

習慣、社会的環境に関するアンケート調査を実施した。そして両民族間の各項目の差をx2検定
により危険率5%で有意差検定した。

その結果、 ( 1 )何らかの顎関節機能異常を有するものは日本人と比較してモンゴル人では

有意に低かった。(2 )社会的環境については、日本人はあせりや不満を自覚する割合が高い

のに対して、モンゴル人では現状に対する満足度が高い傾向がみられた。

以上より、日本人とモンゴル族成人のアンケート調査による比較により、顎関節機能と生活

習慣や社会的環境との関連性が示唆されたが、その関連性を明らかにするにはより詳細な診察

が必要と考えられた。

Keywords: 

Temporomandibular， joint dysfunction， Japanese， Mongolian， ethnicity， epidemiology 

研究報告

目的

顎関節機能異常を訴える患者は世界的に年々増加する一途である。その要因として顎骨の成

長発育の退化、岨鴫習慣の変化、校合異常、社会的心理的ストレスの増加などがあげられてい

る。しかし未だはっきりした因果関係や作用機構は明らかにされておらず、現在、顎関節機能
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異常症の診断および治療における最重要課題である 1)ー 7)。そこで我々は顎機能異常の発症要因

の解明は重要な課題であるという認識のもとに、まず一般健常人の顎機能状態と食習慣、岨鴫

習慣、社会環境との関連を調査してきた。

第一段階として社会環境が異なる日本人と中国人の二群間でアンケートによる生活環境の差

異と顎機能状態の差異の関連性を分析した。これは江西省南昌市民を中国側対象とした(日中医

学協会、調査ならびに研究に対する助成、 1991年-1992年)。

その結果、中国における顎機能の傾向が明らかになったが、それは日本人と同様の傾向を示

し、また食習慣や生活習慣にも大きな差がない結果であった 8)。そこでその結果をふまえ、社

会的環境や食習慣、岨鴫習慣が日本人と大きく異なる内蒙古自治区に居住するモンゴル族の健

常者と日本人の顎関節部に明らかな病変を自覚しない健常人に対して統一的なアンケート調査

を行い、その異同を明らかにすることにより、顎関節機能異常症の発症に関与する要因を解析

することを計画した。この研究の目的は日本人と内蒙古自治区に居住するモンゴル族の健常者

に対して共通のアンケート調査票による検診を行ない、両民族の健常人における顎関節機能状

態と食習慣、生活習慣、社会的環境の差を明らかにし、顎関節機能異常と生活習慣や社会的環

境との関連性を考察することである。

方法

内蒙古自治区に居住するモンゴル族成人健常者 113名(男性 62名、女性 51名)と日本人

369名(男性 151名、女性 218名)の成人健常者に顎関節機能状態と生活習慣、食習慣、社会

的環境に関するアンケート調査を実施した。顎機能異常と医療機関で診断された既往の者や、

顎関節部の外傷、炎症、腫蕩などの既往のある者、または顎機能に影響を及ぼす可能性のある

全身疾患の既往のある者は対象からはずした(表1)。対象者の内訳を表2に示す。

調査方法として、顎機能状態とそれに関連する調査項目を含むアンケート調査票を用意し、

それに各自記入してもらう方法をとった。調査期間は 2001年 4月から 2001年 12月である。

なお日本人へのアンケート調査は 1994年4月から 1995年10月に収集したデータを使用した。

質問票の項目は、1.年齢、性別、健康状態、疾病の有無や種類、 2.顎機能状態、校合状態、

3.食習慣、食事の晴好、岨噂習慣、 4.社会生活習慣、精神状態などの項目で、全 36項目

である。

これらの回答項目を集計し、各項目の日本人とモンゴル人における回答傾向について集計

した。そして両民族問の各項目の差をx2検定により危険率5%で有意差検定した。

結果
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各項目の日本人とモンゴル人における回答傾向の差の集計結果を表3以下に示す。

1.顎機能状態について(表3-9、12、13) 

顎機能状態については、開口度に関しては有意に男女ともモンゴル人のほうが日本人より大

きい傾向にあった。また開口障害についても、モンゴル人のほうが日本人より自覚する率が有

意に低かった。開閉口時不規則運動を自覚する率はモンゴル人のほうが日本人より低い傾向に

あった。左右顎関節の運動時痛を自覚する率はモンゴル人と日本人の間で明らかな有意差はな

かった。また左右顎関節雑音に関しては、雑音を自覚する率は、既往を含めてモンゴル人のほ

うが日本人より低い傾向にあった。

これらを総合すると、モンゴル人のほうが日本人より額関節症状の発現率が低く、顎機能状

態が良好であることが示唆された。

2.不正佼合と臼歯喪失状況について(表10、11) 

不正佼合と臼歯喪失状況に関しては、はいずれもモンゴル人のほうが日本人より有意に悪

い状況にある。

3.食生活について(表14-17)

食生活に関する項目では、食物の固さの好みについては、モンゴル人と日本人の問でその

分布に有意差がみられたが両群とも「どちらでもない」と回答した者が多く、明らかな傾向は

指摘しがたい結果であった。間食傾向については、モンゴル人のほうが日本人より有意に間食

を多くとる傾向があった。また、よく噛んで食べるかどうかについては、モンゴル人のほうが

日本人より有意によく噛む傾向があった。偏岨鴫については日本人では偏岨鴫の割合が高いの

に対して、モンゴル人では偏岨噌の割合が低く有意差があった。

4.生活環境、精神状態について(表18-20)

総じてモンゴル人のほうが日本人より現状に満足し、ストレスなく生活していることが示唆

された。

考察

岨鴫機能異常を有する者は、世界的に年々増大してきており、種々の民族における実態が報

告されている 1-7)。岨鴫機能異常症の発症原因は佼合状態 9)、岨曙様式、口腔悪習癖 10)，11)、頭

蓋顔面の骨格型ゅなどの局所要因や精神的ストレス 13)などの心身医学的要因などの多因子が関

与していると考えられているが、いまだ見解の統ーをみない。一方で、食習慣、社会生活習慣

や民族などの生活環境要因も発症要因として注目されている 14)。そこで我々は多数集団に対し

て岨鴫機能状態と上記各多因子との関連性を疫学調査する方法により発症要因の解明を試みて
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きた。日本人を対象とした同様の疫学調査は従来数多く報告されているが 15)，16)、我々の疫学調

査は多民族問の国際疫学調査であり、ほとんど報告がない。

今回の質問表による顎機能状態および食生活、関連症状、口腔状態、その他の項目について、

モンゴル人と日本人の回答傾向に両者間でかなりの差が認められて興味深い。

まず、顎機能状態では、モンゴル人は、顎関節症状の出現率が低く、顎機能が保たれてい

ることが示唆された。これに対して、日本人は、顎関節症状の出現率が高く、顎機能が障害さ

れていることが示唆された。しかし顎機能状態については質問票による主観的自己評価ではな

く、再度、専門医による検診を通した客観的評価をおこなったうえで、確かめる必要がある。

つぎに、不正佼合の状態と臼歯の喪失状況であるが、どちらもモンゴル人のほうが日本人

よりも有意に悪い岐合状態であることが示唆された。。この 2つの要因が、モンゴル人の顎機能

に影響を与えていることは十分考えられる 9)が、それにもかかわらずモンゴル人の顎機能は障

害されていないことは興味深い。

食生活については、やはりモンゴル人と日本人の回答傾向に差がみられ、モンゴル人は、

間食をあまりとらず、食物をよく噛んで食べるのに対して、日本人は、間食をとり、あまり食

物をよく噛んで食べない傾向にあった。これらの食習慣が顎機能に影響を与えていることは十

分考えられ 10)，11)、今回の質問票による調査においても顎機能と食習慣との相関の可能性が示唆

される結果であった。

生活習慣では、モンゴル人のほうが日本人より現状に満足し、ストレスなく生活しているこ

とが示唆された。このことはストレスが顎機能に悪影響を与える可能性があるとの研究 13)を考

慮すると、今回の結果もその説を支持する結果であると考えられた。

以上まとめると、日本人 369名とモンゴル人 113名に共通のアンケート質問票による調査

を行い、顎機能状態や校合状態、食生活などの両群の回答傾向の差を統計学的に検定した。そ

の結果、両群聞で、顎機能状態に統計学的に有意の差が認められ、かつ、岐合状態、食生活の

状況にも、統計学的に差が認められた。

この結果より示唆される顎機能状態と殴合状態、食生活との因果関係を確認するためには、

さらに専門医による詳細な検診調査が必要と思われた。
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表 l 対象者から除外した既往疾患

対象者から除外した既往疾患

自己免疫疾患(関節リュウマチ、 SLE、シェーグレン症候群など)

顎顔面骨外傷

下顎骨骨髄炎

慢性中耳炎

糖尿病

腎透析を伴う腎不全

肝機能障害

出血傾向を示す血液疾患(血友病、血小板減少性紫斑病など)

顎関節部の外傷、炎症、腫蕩、奇形、顎関節症

日本人

モンゴル人

表2 対象者

対象者数と年齢

総数 369名、

男性 151名、

女性 218名、

総数 113名、

男性 62名、

女性 51名、

平均年齢 20.4+ 2.3才 (18~39才)

平均年齢 21.2+ 2.8才 (18~39才)

平均年齢 19.7 土1.7才 (18~29才)

平均年齢 40.6+14.6才 (17~83才)

平均年齢 38.7+13.7才 (19~83才)

平均年齢 43.2+15.3才 (17~76才)
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表3 関口度(男性)

開口度 4cm以下 4-5cm 5cm以上 計

日本人 19 56 73 148 

モンゴル人 1 33 28 62 

総数 20 89 101 210 

pく0.05

表4 関口度(女性)

開口度 4cm以下 4-5cm 5cm以上 計

日本人 57 115 37 209 

モンゴル人 5 32 14 51 

総数 62 147 51 260 

pく0.05

表5 開口障害

関口障害 ある ない 不明 計

日本人 26 312 29 367 

モンゴル人 2 109 2 113 

総数 28 421 31 480 

pく0.01

表6 関口時不規則顎運動

不規則顎運動 ない 右にある 左にある両方にある

日本人

モンゴル人

総数

糊
一
辺

0
一
辺

計

368 

113 

481 

p<O.Ol 
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表7 閉口時不規則顎運動

不規則顎運動 ない 右にある 左にある 両方にある 不明 計

日本人 292 12 23 16 24 367 

モンゴル人 113 。 。 。 。 113 

総数 405 12 23 16 24 480 

p<O.Ol 

表8 右顎関節の運動時痛

運動時痛 ある ない 不明 計

日本人 23 331 12 366 

モンゴル人 4 108 1 113 

総数 27 439 13 479 

p=0.32 

表9 左顎関節の運動時痛

運動時痛 ある ない 不明 言十

日本人 11 346 6 363 

モンゴル人 4 108 1 113 

総数 15 454 7 476 

p=0.81 

表 10 不正佼合の有無

不正佼合 ある ない 不明 計

日本人 191 130 47 368 

モンゴル人 79 31 。 110 

総数 270 161 47 478 

p<O.Ol 
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表 11 臼歯喪失状況

臼歯喪失 ない 片方ある 両方ある 不明 計

日本人 321 34 11 2 368 

モンゴル人 65 25 22 。 112 

総数 386 59 33 2 480 

pく0.01

表 12 右顎関節雑音

顎関節雑音 ない 昔あった 今ある 不明 計

日本人 262 23 54 26 365 

モンゴル人 107 1 4 1 113 

総数 369 24 58 27 478 

pく0.01

表13 左顎関節雑音

顎関節雑音 ない 昔あった 今ある 不明 計

日本人 268 19 51 22 360 

モンゴル人 102 2 6 1 111 

総数 370 21 57 23 471 

pく0.01

表14 食物の硬度の好み

食物の硬度 硬食が好き 軟食が好き どちらでもない 不明 計

日本人 44 77 230 15 366 

モンゴル人 26 31 56 0 113 

総数 70 108 286 15 479 

pく0.01
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表15 間食

間食 しない ほぼ毎日する 毎日する 不明 計

日本人 107 170 33 56 366 

モンゴル人 59 38 10 3 110 

総数 166 208 43 59 476 

pく0.01

表 16 精岨鴫

精岨鴫 よく噛む よく噛まない どちらでもない 計

日本人 118 140 104 362 

モンゴル人 83 23 1 107 

総数 201 163 105 469 

p<O.Ol 

表 17 偏阻鴫

岨鴫側 右で噛む 左で噛む 両方で噛む 不明 計

日本人 97 67 146 53 363 

モンゴル人 17 11 81 1 110 

総数 114 78 227 54 473 

pく0.01
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表18 寝付きがよいか

よい 悪い 不明 計

日本人 287 48 29 364 

モンゴル人 94 14 5 113 

総数 381 62 34 477 

p=0.41 

表19 仕事上あせりがあるか

総数

一
的
一

η

7
一
切

翌
日

7
一
臼

計

363 

113 

476 

pく0.01

ない

日本人

モンゴル人

表20 日常生活に不満があるか

ない ある 不明 計

日本人 194 112 57 363 

モンゴル人 85 23 1 109 

総数 279 135 58 472 

pく0.01
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